
焦
点
を
絞
り
た
い
。

(
日
)
現
在
名
色
の
う
ち
、
と
り
わ
け
「
色
」
の
内
容
に
つ
い
て
見
る
と
、

最
初
に
挙
げ
ら
れ
る
「
持
食
(
段
食
・
臼

}aur雪
印
岳

rmwSF町
田
)
」
と

は
我
々
の
食
べ
る
通
常
の
食
物
の
こ
と
で
あ
り
、
他
に
も
六
入
が
増
長

す
る
要
素
と
し
て
衣
服
・
洗
浴
調
身
と
い
う
色
、
喜
処
の
色
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
名
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
受
乃
至
思
惟
の

五
心
所
で
あ
る
。
ま
た
、
開
悟
し
た
比
丘
(
阿
羅
漢
)
の
優
れ
た
業
や
、

そ
の
よ
う
な
人
に
よ
っ
て
化
作
さ
れ
た
色
身
、
命
行
な
ど
に
つ
い
て
も
、

名
色
支
分
の
内
容
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
比
丘
に
言
及
す
る
こ
れ

ら
の
解
釈
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
は
詳
説
さ
れ
な
い
が
、
少

な
く
と
も
無
明
が
前
提
と
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
他
の
関
係
と
同
一
轍

に
は
み
な
せ
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
「
実
人
」
と
あ
る
訳
語
は
、
他
の

箇
所
で
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
「
如
実
人
」
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。

(
ロ
)
「
大
正
蔵
』
第
二
十
八
巻
、
六
一
一
頁
中
下
。

(
日
)
確
か
に
「
六
入
↓
触
」
を
は
じ
め
と
す
る
後
半
は
現
在
世
の
範
囲
内

に
お
さ
ま
る
関
係
が
多
い
か
ら
、
時
間
的
区
分
を
立
て
る
必
要
は
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
有
や
生
に
は
時
間
的
区
分
が
あ
り
得
る

は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
こ
こ
で
詳
説
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
そ
れ

ら
の
関
係
が
す
で
に
前
半
の
名
色
や
六
入
と
い
う
支
分
に
よ
っ
て
表
さ

れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

説

切
有
部
の
実
在
論

(
実
有
論
) (

U
)
田
中
教
照
『
初
期
仏
教
の
修
行
道
論
』
山
喜
一
房
仏
書
林
、

年
、
一
六
回

l
一
六
五
頁
、
三
五
一
頁
参
照
。

(
日
)
「
乃
至
」
と
あ
る
箇
所
に
は
括
弧
内
に
記
し
た
通
り
「
こ
の
よ
う
に

不
放
逸
に
観
じ
て
、
禅
定
を
得
て
、
心
が
安
定
す
る
」
と
い
う
定
型
表

現
が
入
る
。

(
日
)
『
大
正
蔵
』
第
二
十
八
巻
、
六
二
二
頁
上
!
中
。

(
口
)
同
右
、
六
一
四
頁
中
六
一
六
頁
上
。

(
路
)
一
支
向
浬
繋
道
と
し
て
の
身
念
処
の
解
釈
は
三
十
五
種
ほ
ど
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
同
右
、
六
二
五
頁
上

l
六
二
九
頁
下
。

(
印
)
田
中
、
前
掲
書
、
一
六
六
頁
、
お
よ
び
三
四
九
頁
を
参
照
。

(
却
)
「
復
次
比
丘
・
・
(
中
略
)
:
思
惟
縁
、
知
縁
、
受
縁
。
即
無
明
縁
行
、

行
縁
識
、
識
縁
名
色
、
名
色
縁
六
入
。
如
実
人
念
憶
念
、
是
名
身
念
処
。

此
念
親
近
多
修
学
得
須
陀
沼
一
果
乃
至
阿
羅
漢
果
。
固
定
名
身
念
処
一
支
向

浬
繋
道
。
復
次
比
丘
思
惟
身
滅
、
知
減
、
解
滅
、
受
滅
。
即
無
明
滅
、

無
明
滅
則
行
滅
、
行
滅
則
識
滅
、
議
滅
則
名
色
滅
、
名
色
滅
則
六
入
滅
。

如
実
人
念
憶
念
、
固
定
名
身
念
処
。
此
念
親
近
多
修
学
得
須
陀
氾
果
乃
至

阿
羅
漢
果
。
日
定
名
身
念
処
一
支
向
浬
植
木
道
」
(
同
右
、
六
二
五
百
九
中
)
O

(
幻
)
同
右
、
六
二
六
頁
下
。

(
勾
)
同
右
、
六
二
六
頁
下
一
六
二
七
頁
上
。

九
九
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の
基
盤

キナ

盲六

出

γ~

上

た
説
一
切
有
部

(
U
有
部
)
は
、

お
よ
そ
認
識
(
知
)

最
初
期
の
仏
教
を
聖
典
に
纏
め
て
、
さ
ら
に
哲
学
的
吟
味
を
も
始
め
た
部
派
仏
教
の
中
で
、
イ
ン
ド
中
部
か
ら
西
北
部
に
か
け
て
栄
え

の
対
象
と
な
る
も
の
は
、
そ
の
認
識
と
は
別
に
存
在
す
る
と
い
う
理
論
(
実
有
論
、

実
在
論
)
を
構
築
し
て
い
く
。
こ
の
有
部
の
実
在
論
(
実
有
論
)
に
つ
い
て
は
、
世
親
(
ぐ

2
5
8
F
F
ω
g
E
B
C
)
は
『
倶
舎
論
』

シ
ェ

l
シ
カ

(
与
と
ま
司

spa-ぎ
を
a
H
b
E
F
)
に
お
い
て
、
有
部
の
体
系
を
巧
み
に
纏
め
て
提
示
し
な
が
ら
も
、
そ
の
実
有
論
を
ば
ヴ
ア
イ

(
法
、
例
え
ば
生
・
住
・
異
・
減
)
が
そ
の
観
念
と
言
語
表
現
(
語
)

(
勝
論
〈
包
宮
田
仲
E
H
H
V
)
派
と
同
じ
よ
う
な
実
在
論
で
あ
る
と
し
て
批
判
を
す
る
。
そ
の
要
点
は
、
有
部
で
立
て
る
原
理

の
成
立
の
た
め
に
要
請
さ
れ
て
い
る
|
生
等
の
観
念
や
語
が
あ
る

か
ら
そ
の
観
念
や
語
に
対
応
す
る
生
等
と
い
う
事
実
(
法
)
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ー
と
い
う
点
が
、

V
派
に
お
け
る
属
性
や
普
遍
等
の

の
で
あ
る
(
拙
論
1
、
2
)
0

観
念
や
語
に
対
応
す
る
事
実
と
し
て
の
属
性
や
普
遍
等
が
実
在
す
る
と
い
う
思
考
法
と
同
じ
で
あ
る
と
い
っ
て
、
そ
の
考
え
方
を
退
け
る

し
か
し
有
部
の
体
系
が
V
派
と
同
じ
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
梶
山
雄
一

(邑∞
ω
ゆ
同
}
込
)
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
有
部
の
法
の
体
系

に
は
、
属
性
や
運
動
が
帰
属
す
べ
き
基
体
に
な
る
実
体
(
母
国

d
p実
)
と
い
う
範
曜
が
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

い
ま
両
体
系
を
比
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匠童亙亙茎1(5位75法)
色 (11:眼・耳・鼻・舌・身;色整香・味・鰐・無表色)

心(心王citta)

心所法 (46)

大地法受 .1，1;1， .忠、 角関・欲・慧・念・作意・勝解・三摩地;

大善地法信・不放逸・軽安・捨・慨.'[鬼 無貧・無嘆・不害・勤;

大煩悩地法層、犠・放逸・憐怠・不信・惜沈・ t卓皐;

大不善地法無漸・無惚;

小煩悩地法忽覆.'1翠・嫉・悩・害・恨・諮・ 5狂・矯;

不定地法悪作・睡眠・尋・伺・貧・膿・慢・疑

心不相応行法 (14・得・非得・同分・無想果・無想定・滅蚤定・命根・生・住・異

.滅・名身・句身・文身)

無為法(虚空・揮滅無為・非揮滅無為)

医豆互亙亙 [6範噂(句義)] 
実体(実dravya:10 :地・水・火・風・空 時・方位・我・意)

属性(徳guna:17:色・味・香・鰯;数・量・別体・合・離彼体・此体;

覚・楽・苦・欲・ 1巽・勤勇+7 :重体・液体・粘着性・潜勢力(行) . 

法・非法・撃) [Prによる覚の分類:明(現量・比量・決定・念・聖仙知)

と無明(疑・転倒・不決定・夢)J 

運動 (業ka訂rrr宜宜m聞a釘担n:5 取 . 捨 . 屈 . イ伸申 . 行)

普遍(偶向 saman町y唱a

特殊(異V蜘 S錦a)

和合 (samavaya)

較
・
考
察
し
て
み
よ
う
。
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ま
ず
実
体
(
仏

5
4同
)

の
概
念
の
相
違
で
あ
る
。

V
派
の
実
体
は
「
活
動

(
運
動
)
を
有
し
属
性
を

有
し

[
H
属
性
や
運
動
等

が
和
合
(
内
属
)
し
て
い

る
]
基
体
(
和
合
因
)
で

あ
る
と
い
う
の
が
実
体
の

定
義
で
あ
る

(
】
円
ユ
可
m
H
4岱
け

mg君
主

S
B宮町四百
E
W
P

E
S
B
E
円
四

5
4
1品
'

田山口日出)』(てぬ
-HH・HAF)0

有
部
の
体
系
に
お
い
て
上

表
の
よ
う
に
数
え
上
げ
ら

れ
る
法
は
ど
れ
も
実
体
と

呼
ば
れ
る
が
、
内
容
的
に

は
ほ
ぼ

V
派
の
属
性
に
相

当
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
無
為
法
の
中
の
虚
空
は

V
派
の
実
体
の
中
の
空
(
虚
空
)
と
同
じ
名
称
で
あ
る
が
、
仏
教
に
お
い
て
は
虚
空

は
何
も
な
い
空
間
で
あ
っ
て
そ
の
属
性
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
V
派
に
お
い
て
は
虚
空
は
声
と
い
う
特
有
の
属
性
を
有
し
、
ま

た
数
・
旦
一
旦
・
別
体
・
合
・
離
と
い
う
属
性
も
あ
る
と
い
う

(PE)0
有
部
も
地
・
水
・
火
・
風
と
い
う
元
素
(
大
種
)
を
考
察
し
て
い

V
派
の
属
性
の
中
の
触
と
ほ
ぼ
等
し
い
。
有
部
で
も
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
は
感
官
(
根
)

の
対
象
(
触
、
触
れ
ら
れ
る
も
の
)
と
す
る
。
こ
れ
は

の
浄

る
が
、
そ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
性
質
と
し
て
理
解
し
て
、
触
感
(
身
識
、
身
体
感
覚
)

で
あ
り
、
「
四
大
所
造
(
四
元
素
派
生
)

ら
感
官
(
根
)
は

V
派
の
感
官
と
近
い
よ
う
で
あ
る
が
、

色

(g守
山
笠
宮
mFPσ
宮
里
山
口
可
己
目
)
邑
ー
回
一
吉
『
田
宮
i
M

】『回国

PEu
〉
阿
国

F
・
2)』
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
色
で
あ
り
、
機
能
で
は
あ
る
。
そ
れ

V
派
は
各
感
官
(
畠
で
舌
・
眼
・
皮
膚
・
耳
)
を
そ
れ
ぞ
れ
地
・
水
・
火
・
風

-
空
の
一
よ
り
成
る
と
す
る

(
p
s
w
S
L
o
u
g
h。
)
。
有
部
の
心
は
漢
訳
で
心
王
と
も
呼
ば
れ
る
か
ら
、

V
派
の
実
体
に
近
い
の
で
は

な
い
の
か
。
例
え
ば
V
派
の
我
や
意
と
近
い
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
い
。
仏
教
は
伝
統
的
に
「
心
、
意
、
そ
し
て
識
は
一

つ
の
意
味
を
も
っ
」
(
口
正
問
召

5
8
0
6
m
H
4ロ
E-E自
呉

宵

F
S
H
-
H内
切
F
・2
芭
ヘ
心
意
識
体
一
月
巴
・
自
己
∞
)
と
い
う
。

V
派
の
意
は
素

早
く
動
く
微
小
な
器
官
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
関
与
し
て
始
め
て
知
覚
が
生
ず
る
と
い
う
市
江
戸
)
0

し
か
し
有
部
は
そ
の
よ
う
な
意
を
認

め
な
い
。
そ
の
意
は
器
官
(
仲
足
立
予
根
)
と
も
呼
ば
れ
、
特
有
の
領
域
を
も
っ
て
い
る
が
、
色
が
な
く

(
3
1
3ム
S
F・
ω
N
J
、
形

な
き
も
の
で
あ
る

(
3
2号
P

〉自

2
う
と
い
う
か
ら
、
機
能
の
意
味
が
主
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
考
え
る

(528)」機

説一切有部の実在論(実有論)の基盤(村上)

能
で
あ
る
。
心
は
「
[
善
悪
を
]
積
む
」
と
も
、
「
浄
・
不
浄
の
要
素
に
よ
っ
て
積
ま
れ
た
」
と
も
説
明
さ
れ
る
。

一
説
に
よ
る
と
現
在
の

心
の
依
り
所
と
な
る
直
前
の
過
去
の
心
が
意
で
あ
り
、
そ
の
意
に
依
存
し
て
続
い
て
生
ず
る
現
在
の
心
が
識
と
呼
ば
れ
る
と
も
一
一
一
日
う

(
民
凶
ま
う
。
そ
の
心
は
器
官
で
は
な
く
て
識
す
な
わ
ち
認
識
作
用
で
あ
っ
て
、
諸
の
心
作
用
(
心
所
法
)
を
伴
っ
て
お
り
、
ま
さ
し

H

自
己
は
真
実
に
は
な
い
)
が
、

く
V
派
の
覚
(
宮
門
E
v
r意
識
、
知
)
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
仏
教
で
は
心
と
心
所
法
が
所
属
す
る
主
体
が
問
題
に
な
ら
な
い

123 

V
派
で
は
覚
は
楽
・
苦
・
欲
・
蹟
・
勤
勇
(
胃
若
山
吉
田
L

意
志
力
と
生
命
力
)
と
、
更
に
潜
勢
力

5
2
5
E
E
W

(
主
体
で
あ
る
我



特
に
心
的
潜
勢
力
・
印
象
力
)

法
(
功
徳
)

非
法
(
罪
過
)
と
共
に
、
我
(
忠
臣

gw自
我
、
霊
魂
)
と
い
う
実
体
に
特
有
の
属
性
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(
徳
)
で
あ
り
、
そ
の
外
に
数
・
量
・
別
体
・
合
(
結
合
)

-
離
(
分
離
)
と
い
う
属
性
も
我
に
和
合
(
内
属
)
し
て
い
る
と
い
う

(ぐぬ・
ω
-
M
-
r
N
】円
m
W
C
)

。
属
性
と
そ
の
主
体
(
実
体
)
と
の
聞
の
関
係
は
、
和
合

(EEmW4mqp内
属
)
と
呼
ば
れ
、
そ
の
関
係
は
例
え
ば
、

瓶
と
そ
の
色
と
の
よ
う
に
、
不
可
分
で
あ
る
と
い
う
。

一
方
、
結
合

(E担
当
官
・
合
)
と
呼
ば
れ
る
関
係
が
、
我
と
意
と
の
間
に
あ
っ
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
知
(
覚
)
等
が
可
能
に
な
る
。
そ
の
結
合
と
い
う
関
係
は
、

一
一
つ
の
物
(
実
体
)

の
聞
の
分
離

(iF仰
mmw
離
)
が
前
提

に
な
っ
て
い
る
か
、
分
離
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
(
例
え
ば
杭
と
鷹
と
の
関
係
)
。
和
合
(
内
属
)
と
い
う
関
係
は
結
合
と
は
異
な
り
、

分
離
が
可
能
で
は
な
い
と
い
う
市
円
民
∞
)

0

し
か
し
我
の
属
性
は
意
と
の
結
合
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、

実
は
我
そ
の
も

の
は
、
そ
の
特
有
の
属
性
を
本
来
は
欠
い
て
い
る
非
精
神
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
解
脱
は
我
の
特
有
の
属
性
が
全
で
な
く
な
る
こ
と
で
あ

る
、
と
い
う
(
拙
著

NW3・E円
)

0

V
派
の
属
性
の
中
で
、
楽
と
苦
と
は
、
説
一
切
有
部
の
諸
法
の
体
系
で
は
心
所
法
の
中
の
受
の
内
容
で
あ
り
、
欲
と
損
も
そ
の
中
に
相

当
す
る
も
の
が
あ
り
、
勤
勇
は
心
所
法
の
思

(
g
Eロ
P
意
思
)
と
心
不
相
応
行
法
の
命
根
と
を
含
む
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
運
動

(
業
)
は
有
部
の
体
系
で
は
色
(
表
色
)
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

V
派
の
普
遍
(
田
P
B
B
υ
E、
向
、
普
遍
性
、

一
般
性
)
は
、
有
部
の
心
不
相
応
行
法
の
同
分
(
田
知

F
X巳
即
日
邑

E
3
E
E
F
u
m
p衆
向

M
Y
S
E
)
、
そ
れ
は
「
倶
舎
論

分
)
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
同
分
と
は
「
有
情
と
し
て
等
し
い
こ
と

(E詳
4
m
T
S
B苫
!
)
」
で
あ
り
(
b
同凶
F

(
み
自
主
で
は
、
無
差
別
の
(
与
E
E
m
)
同
分
と
有
差
別
の

S
E
E
m
)
同
分
と
に
二
分
さ
れ
る
。
前
者
は
「
諸
の
有
情
が

[
そ
れ

ぞ
れ
]
有
情
と
し
て
同
類
で
あ
る
こ
と

(E詳
S
E
S
F
R
a
p有
情
同
分
)
」
で
あ
る
。
後
者
(
有
差
別
同
分
)
は
「
同
じ
こ
れ
等
の
有
情

が
、
ヲ
己
界

[
九
つ
の
]
境
地
(
欲
界
・
四
禅
・
四
無
色
定
)

[
五
]
道
(
趣
)

[
四
]
生
(
胎
)

[
四
種
]
生
(
階
級
)

氏
姓
・
女
・
男
・
信
者
・
比
正
・
有
学
・
無
学
な
ど
の
別
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
て
い
る
[
こ
と
]
」

(FMME15骨

国許品目℃ロ

E
2，
ロ
志
田
島
釦

aE即日向田知
EB包
w
g
p
eケ
宮
内
同
四
回
印
有
m
w
H

古
苛
巳
m
F
)

と
い
う
。
ま
た
「
五
」
謹
・

[
十
二
]
処
・

[
十
八
]
界
に
よ
っ

て
「
法
同
分
(
舎
問
屋
中

E
F
P
m白
戸
法
が
同
類
で
あ
る
こ
と
)
」
も
加
え
ら
れ
る
戸
国

Z
-
G
4
5
H
Z
u
-
-棲
部

Z
E
)
0
瓶
等
の
非
生

物
の
同
分
は
認
め
ら
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
大
体
に
お
い
て
、

V
派
の
下
位
の
普
遍
(
田
山
田
帥
喜
由
主
宮
田
P
特
殊
な
普
遍
、
『
勝
宗
十
句
義

論
』
の
倶
分
(
也
、
.
4
N
)
)

に
相
当
し
、
無
差
別
同
分
は
よ
り
上
位
の
普
遍
、
有
差
別
同
分
は
そ
れ
よ
り
下
位
の
普
遍
に
相
当
す
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も

『
も
し
衆
同
分
と
い
う
無
差
別
な
実
体
(
仏
EdmH)
が
な
い
な
ら
ば
、
互
い
の
差
別
に
よ
っ
て
異
な
る
諸
の
有
情
に
対
し
て
「
有
情

で
あ
る
、
有
情
で
あ
る
」
と
無
差
別
に
い
う
観
念
(
宮
注
戸
意
識
、
覚
)
や
表
現
(
胃
白
首

8
P施
設
)
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
誼
な

ど
の
観
念
や
表
現
も
同
様
に
適
用
す
べ
き
で
あ
る
』
(
〉

E
P・℃・。
4
5∞)

説一切有部の実在論(実有論)の基盤(村上)

と
い
、
っ
。

つ
ま
り
有
情
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
観
念
や
表
現
の
原
因
と
し
て
同
分
が
実
在
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
実
体
の
意
味
が
異

な
る
が
、

V
派
の
普
遍
(
下
位
の
普
遍
)
の
考
え
方
[
同
種
の
も
の
が
〕
共
通
に
あ
る
と
い
う
観
念
の
原
因
(
自
戸
H441t也

sqa中
E
E
S
U

P
F
S
H
u
g
e」
|
と
同
様
で
あ
る
。

V
派
で
は
こ
の
下
位
の
普
遍
は
視
点
に
よ
っ
て
は
特
殊
王
宮
田
由
連
)
で
も
あ
り
、
最
上
位
の
普

遍
と
し
て
は
存
在
性
(
田
忠
戸
有
性
)
が
考
え
ら
れ
、
そ
し
て
普
遍
と
は
な
り
え
な
い
究
極
的
な
特
殊

(g件当
i
宮
古
w

辺
異
)
も
考
え
ら

れ
て
い
る

(PωSE)。
し
か
し
存
在
性
も
特
殊
(
異
)
も
有
部
の
諸
法
の
体
系
に
は
な
い
。
有
部
に
は
普
遍
を
全
体
的
に
捉
え
る
視
点

が
な
く
、
本
来
は
有
情
の
輪
廻
や
修
道
の
解
明
に
主
眼
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
(
楼
井
良
彦
N
O
O
N
)
。
次
の
同
分
の
得
捨
に
つ
い

て
の
議
論
も
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

『
[
問
う
。
有
情
が
]
死
ん
で
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
な
ら
ば
、
有
情
同
分
を
捨
て
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
は

[
有
情
同
分
を
]

得
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

[
答
え
る
。
そ
れ
に
は
]

[
有
情
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四
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
。
第
一
の
選
択
肢
は
、
死
ん
だ
と
こ
ろ
と
同
じ
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
る
者
で



同
分
を
捨
て
な
い
]
。
第
二
は
決
定
(
正
性
離
性
)
に
入
る

で
、
ま
さ
に
彼
は
凡
夫
の
同
分
を
捨
て
て
聖
者
の
同
分
を
得

[
聖
者
]

126 

る
。
第
三
は
[
輪
廻
の
]
道
(
趣
)
を
移
る
か
ら
[
前
の
趣
の
同
分
を
捨
て
て
別
の
趣
の
同
分
を
得
る
]
。
第
四
は
こ
れ
等
の
在
り

方
を
除
く
[
他
の
者
で
、
生
き
て
い
て
特
定
の
有
情
同
分
を
捨
て
な
い
]
。
」
戸
国

V-1-i同
署
・

5
4自
a
民
風
参
照
)

以
上
の
よ
う
な
同
分
を
実
在
と
す
る
有
部
の
定
説
に
対
し
て
、
世
親
は
次
の
よ
う
に
批
判
を
開
始
す
る
。

『
aも
し
凡
夫
(
異
生
)
と
し
て
同
類
で
あ
る
こ
と

G
1
E
E自
由

E
S
F芯
主
少
異
生
同
分
)
と
い
う
実
体
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ

で
は
異
生
性
(
司

1vmmJ-sag-凡
夫
で
あ
る
こ
と
、
凡
夫
性
)
に
何
の
用
が
あ
る
の
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
人
と
し
て
同
類
で
あ
る
こ

と
(
目

B
g百
E
E
F
m
m
g
u人
同
分
)
と
は
別
の
人
性
(
日

g
g百
g
u人
で
あ
る
こ
と
)
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
戸
国
守

司
-
G
4回
目
)
。

b
ま
た
世
人
は
同
分
を
決
し
て
見
な
い
。
[
同
分
は
]
色
を
有
し
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る

8
・2
j
o

C
ま
た
智
慧
に
よ
っ
て
こ
れ
(
同
分
)
を
分
析
し
て
理
解
も
し
な
い
。
諸
有
情
の
類
が
無
差
別
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
真
実
で
あ
っ

て
も
、
そ
こ
に
そ
れ
(
同
分
)
に
ど
の
よ
う
に
し
て
働
き

(
4
8骨
P
所
用
)
が
あ
る
の
か
(
唱

-SE)
。

d
し
か
も
ま
た
無
生
物
が
同
類
で
あ
る
こ
と
(
自
巳
守
中
田
島
『
釦

F
無
情
同
分
)
も
な
ぜ
認
め
ら
れ
な
い
の
か
。
米
・
麦
・
そ
ら
豆
・

大
豆
・
マ
ン
ゴ
ー
・
パ
ン
の
木
・
銅
・
金
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
体
の
種
と
同
様
で
あ
る
か
ら
だ
(
君
主
位
一
件

Z
E
4省
幹
)
(
匂
・
2
2
)
o

e
ま
た
そ
れ
ら
互
い
に
異
な
る
諸
同
分
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て
無
差
別
に
同
分
の
表
現

(EVEmmg'胃
a
E
-
1同
)
が
行
わ
れ
る
の

か
。
[
同
分
の
同
分
が
あ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
]
(
唱
・

2
J
。

f
ま
た
こ
の
よ
う
に
V
派
[
の
見
解
]
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
の
定
説
は
こ
う
で
あ
る
。
普
遍
範
臨
時

(
田
町
宮
皆
吉
E

宮
島
問
ユ
F
P
同
句
義
)
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
(
普
遍
)
が
あ
る
か
ら
等
し
く
な
い
諸
種
の
も
の
に
つ
い
て
も

共
通
の
観
念

(
E
B
E
3
5
3
m
)
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
(
豆
町
)
0

』

広

国

v・3
・2
白色町)

a
は
、
人
と
し
て
同
類
で
あ
る
こ
と

(
g
g
E
3
E
S
F
m
m
a
m
r人
同
分
)
は
、
人
で
あ
る
こ
と

(
B
g
g
u
B守
P
人
性
)
に
他
な
ら
な

い
よ
う
に
、
凡
夫
(
異
生
)
と
し
て
同
類
で
あ
る
こ
と

5
1
Z
E
E
-阻
害
帥
官

F
異
生
同
分
)
は
、
凡
夫
で
あ
る
こ
と

8
1
E
E
s
a
g
-

凡
夫
性
、
異
生
性
)
に
同
じ
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
立
論
で
あ
る
。

V
派
の
用
語
法
に
よ
れ
ば
、
人
で
あ
る
こ
と
(
人
性
)
や
凡
夫
で
あ

る
こ
と
(
凡
夫
性
、
異
生
性
)
は
普
遍
(
並
日
遍
性
)

で
あ
り
、
人
同
分
も
異
生
同
分
も
普
遍
に
相
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
考
え
る
と
、

異
生
向
分
の
ほ
か
に
異
生
性
を
独
立
に
立
て
る
の
は
理
に
合
わ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
有
部
が
異
生
性
を
特
別
に
「
[
聖
]
道

の
非
得
(
自
骨

m
g耳切『
P
1
9
)
」
と
も
、
「
聖
法
を
獲
な
い
こ
と
(
肺
門
司
中
島

E
B
E帥
B

(〉

E
Z・820)
に
対
す
る
批
判
と
な
っ
て
い
る
(
西
義
雄

S
・8
∞扇町])。

包
m
w
V
F
各
)
」
と
も
定
義
し
て
議
論
し
て
い
る
こ
と

b
と

c
で
は
同
分
が
目
に
も
見
え
ず
、
智
慧
に
よ
っ
て
も
知
り
得
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
在
を
否
定
す
る
。

d
で
は
非
有
情

説一切有部の実在論(実有論)の基盤(村上)

(
無
生
物
)
に
も
同
分
が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
批
判
で
あ
っ
て
、

e
は
諸
の
同
分

V
派
を
予
想
す
る
と
当
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

を
同
じ
と
知
る
た
め
に
は
更
に
同
分
の
同
分
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
有
部
が
有
為
法
の
四
相
(
生
・
住
・
異
・

滅
)
や
得
に
つ
い
て
考
え
た

(
H
生
が
生
ず
る
に
は
生
生
が
必
要
で
あ
り
、
得
を
得
る
に
は
得
の
得
(
自
石

E
1
r小
得
)
が
必
要
で
あ
る
い

う
)
方
式
に
倣
う
も
の
で
あ
る
。
有
部
の
主
張
は
首
尾
一
貫
し
な
い
と
指
摘
し
た
こ
と
に
な
る
。

V
派
で
は
普
遍
は
普
遍
を
有
せ
ず

(、
河
H
U
)

、
属
性
は
属
性
を
有
し
な
い

(P∞
ω)
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
な
批
判
に
対
す
る
有
部
の
方
か
ら
の
反
論
は
こ
う
で
あ
る
。

『
し
か
し
彼
ら

[
V
派
]
に
は
次
の
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
(
普
遍
範
時
)
は
一
つ
で
あ
っ
て
も
多
く
の
も
の
に
あ
る

[が、

同
分
は
多
で
あ
る
]
。
し
か
し
、
も
し
[
有
部
の
同
分
の
説
に
よ
っ
て

V
派
の
説
が
]
明
ら
か
に
さ
れ
る
に
せ
よ
、
も
し
明
ら
か
に

さ
れ
な
い
に
せ
よ
、
こ
れ
(
同
分
)
は
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
世
尊
に
よ
っ
て
経
に
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
見
婆
沙
師
た
ち

(ぐ

mvztw島
・
有
部
)
は
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
世
尊
に
よ
っ
て
「
も
し
彼
が
こ
の
状
態
に
還
っ
て
き
て
人
び
と
の
同
分

(
回
阻
害
仰
を
帥
)
を
[
得
]
」
(
色
『
中
阿
含
』
巻
二
四
「
大
図
経
」

E
・2
R
)
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
』
広

E
Z・22)
127 



V
派
の
普
遍
が
一
つ
で
あ
り

(Pω
∞
斗
)
、
永
遠
で
あ
る

(
P
8
8
0
こ
の
二
点
が
有
部
の
同
分
と
異
な
る
。
有
部
が
経
文
を
証
拠
に
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引
い
て
同
分
が
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
世
親
は
反
論
し
て
、

「
そ
れ
は
説
か
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
別
の
(
独
立
の
)
実
体
(
島

E
4白)
で
あ
る
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
』
広

E
Z・
0
3

と
応
ず
る
。
「
そ
れ
で
は
そ
れ
(
同
分
)
は
何
か
』
と
い
う
と

「
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
同
じ
そ
れ
ら
諸
行
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
人
な
ど
と
い
う
仮
設
(
胃

a
E一
写
「
概
念
、

表
現
)
が
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
米
な
ど
に
つ
い
て
の
同
分
と
同
じ
で
あ
る
。
』
広

EV--3

諸
行
と
は
心
身
の
諸
勢
力
で
あ
り
、
結
局
は
有
情
を
指
し
て
い
る
。
人
と
い
う
同
種
の
有
情
た
ち
が
お
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
人
と
呼
ぶ
概

念
や
表
現
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
同
分
が
実
有
で
は
な
く
て
単
な
る
概
念
に
過
ぎ
な
い
と
、
こ
の
よ
う
に
世
親
は
見
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
実
在
論
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
の
結
び
で
は
、
有
部
の
立
場
か
ら
『
し
か
し
こ
こ
で

[
彼
ら
有
部
は
]
こ
れ

(
異
論
)
に
賛
同
し
な
い
』
広

EZ-aろ
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
な
有
部
の
同
分
(
衆
同
分
)
は
確
か
に
V
派
の
普
遍
と
類
似
す
る

と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
体
系
上
根
本
的
に
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

V
派
の
和
合
(
内
属
)
は
、
有
部
の
体
系
で
は
、
心
と
諸
の
心
所
法
と
が
相
伴
い
必
ず
一
緒
で
あ
る
(
国

S
E
E
S
-相
応
し
て
い

る
)
と
い
う
関
係
(
相
応
因
と
土
用
呆
と
の
関
係
)
と
も
大
体
等
し
く
、
ま
た
心
不
相
応
行
法
の
得
(
胃

S
F取
得
)
で
も
あ
る
と
も
思
わ

れ
る
。
ま
ず
心
と
諸
の
心
所
法
と
は
、
と
も
に
V
派
の
覚
の
内
容
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、

V
派
で
は
我
に
和
合
(
内
属
)
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
二
つ
以
上
の
覚
が
直
接
に
結
合

(E昌
吉
m
p合
)
と
い
う
関
係
で
結
び
合
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

覚
も
結
合
も
属
性
で
あ
る
か
ら
、
属
性
が
属
性
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
原
則

(P∞
ω)
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
仏

教
で
は
我
の
存
在
を
認
め
な
い
建
前
で
あ
る
か
ら
、

V
派
と
の
相
違
は
大
き
い
。
次
に
心
不
相
応
行
法
の
得
等
を
考
え
て
み
よ
う
。

『
《
得
(
胃
書
丘
)
と
は
獲
得

(
Z
F
P獲
)
と
具
有

(
E
B
8
4
a
p成
就
)
で
あ
る
》
(
口
・

8V)。

な
ぜ
な
ら
得
は
二
種
で
あ
っ
て
、
得
は
、

い
ま
だ
得
て
い
な
い
も
の
と
既
に
失
っ
た
も
の
と
の
獲
得
(
獲
)
と
、
既
に
得
て
い
る
も

の
の
具
有
(
成
就
)
で
あ
る
。
[
得
の
]
逆
で
あ
る
か
ら
非
得
(
名
門

S
丘
)
と
い
う
こ
と

(
H
獲
得
す
る
こ
と
も
な
く
具
有
す
る
こ
と

も
な
い
こ
と
)
が
成
立
す
る
。
し
か
し
如
何
な
る

[
法
]
に
つ
い
て
こ
れ
ら
得
・
非
得
が
あ
る
の
か
。

〈
自
相
続
(
自
分
の
心
身
の
流
れ
)
に
入
っ
て
く
る
(
雪
印
富
恒
S
ロ
守
官
民
仲
田
)

[
有
為
法
]
に
つ
い
て
得
と
非
得
と
が
あ
る
。
》

(同・

ω
。

白
) 他

相
続
(
他
人
の
心
身
の
流
れ
)
に
入
っ
て
く
る

[
有
為
法
を
自
分
が
獲
る
と
い
う
得
は
]
な
い
。
な
ぜ
な
ら
他
人
に
属
す
る
〔
諸

法
]
を
誰
も
[
自
ら
]
具
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
[
有
情
の
]
相
続
(
心
身
の
流
れ
)
に
入
っ
て
こ
な
い

(
g
g
E
E
E

官
民
冨
)
[
諸
法
の
得
・
非
得
]
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
非
有
情
(
無
生
物
)
と
呼
ば
れ
る
(
盟
主
守
平
面
白
召

5
3
F非
有
情
数
の
)

説一切有部の実在論(実有論)の基盤(村上)

[
諸
法
]
を
誰
も
具
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
こ
れ
が
有
為
[
の
諸
法
]
に
つ
い
て
の
決
ま
り
で
あ
る
。
ま
た
無
為
[
法
]
の

中
で
は
、
得
・
非
得
は

《
[
捧
滅
(
智
慧
に
よ
っ
て
煩
悩
等
を
滅
し
て
い
る
こ
と
)
と
非
揮
滅
(
智
慧
に
依
ら
ず
に
生
ず
べ
き
縁
が
欠
け
て
い
る
の
で
滅
し
て
い
る

こ
と
)
と
の
二
]
滅
に
あ
る
》

(HZE)。
』
広
自
ご

-
S
E
J。

こ
れ
が
、
得
・
非
得
の
概
略
的
説
明
で
あ
る
。
問
題
は
人
間
存
在
を
構
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
諸
要
素
と
も
言
う
べ
き
諸
法
に
関

す
る
考
察
で
あ
る
。
人
間
存
在
(
或
い
は
有
情
存
在
)
は
諸
有
為
法
の
相
続
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
諸
有
為
法
の
相
続
と
い
う
の
は
、

[
五
]
謹
の
相
続
(
回

wg昏
3
3酔
E
P〉
E
P署
-
E
@
E
L
S自
L40E)
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
相
続
と
い
う
の
は
、
諸
有
為

法
は
剥
那
に
滅
し
な
が
ら
も
次
々
に
新
た
に
生
滅
を
繰
り
返
し
て
続
い
て
行
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
諸
有
為
法
と
い
っ
て
も
我
々
の
心
身

(
身
心
)
を
殆
ど
出
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
右
に
は
心
身
の
流
れ
と
言
っ
て
お
い
た
。
自
分
の
心
身
(
自
相
続
)
に
入
っ
て
く

る
諸
法
に
は
有
為
法
と
無
為
法
と
が
あ
る
。

そ
の
中
で
有
為
法
は
色
・
心
・
心
所
・
心
不
相
応
行
の
諸
法
で
あ
り
、
無
為
法
は
二
滅
に
限
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ら
れ
る
と
い
う
(
虚
空
無
為
の
得
・
非
得
は
な
い
)
。
従
っ
て
諸
有
為
法
の
得
と
非
得
と
が
最
も
多
く
の
場
合
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
全
て

130 

を
数
え
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
ど
う
か
、
判
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
他
人
の
心
身
(
他
相
続
)
に
入
っ
て
く
る
諸
法
と
無
生
物
に

属
す
る
諸
法
(
色
等
)
と
の
得
・
非
得
は
な
い
と
い
う
。
心
身
の
変
化
や
人
格
の
向
上
や
堕
落
が
諸
法
の
得
・
非
得
と
い
う
こ
と
に
よ
っ

て
説
明
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
二
滅
の
得
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

『
一
切
の
有
情
は
非
捧
滅
を
具
有
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ま
さ
に
こ
れ
ゆ
え
に
阿
毘
達
磨
の
中
に
《
無
漏
の
諸
法
を
誰
が
具
有
し

]
戸

ω目
同
町

一
切
の
有
情
で
あ
る
と
言
う
》
(
広
『
発
智
論
』
巻
一
九
日
自
・
5
M
M
m
)
と
説
か
れ
て
い
る
。
全
て
の
束

て
い
る
か
。
[
答
え
て
]

縛
を
有
す
る

切回

y
a日目。
ω
J
o

[
見
道
の
]
初
剥
那
に
あ
る
者
を
除
い
た

[
他
の
]

一
切
の
聖
者
と
或
る
凡
夫
達
は
、
揮
減
を
具
有
す
る
。
』

E
E
P

非
捧
滅
と
は
智
慧
の
力
に
よ
る
こ
と
な
く
単
に
生
ず
べ
き
縁
が
欠
け
て
い
る
た
め
に
[
煩
悩
等
が
]
生
じ
な
い
で
滅
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
ふ
さ
わ
し
い
異
性
に
め
ぐ
り
合
う
縁
が
な
い
た
め
に
恋
愛
の
心

(
H
貧
)
が
生
じ
な
い
で
滅
し
て
い
る
類
で
あ
る
。

こ
の
類
の
非
捧
滅
を
獲
る
と
い
う
得
は
誰
に
で
も
あ
り
得
る
。
ま
た
得
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
非
得
の
可
能
性
も
あ
る
。
ふ
さ
わ

し
い
異
性
に
め
ぐ
り
合
う
や
否
や
、
先
の
非
捧
滅
を
失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
非
得
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
恋
愛
の
心
(
貧
)
が
生
じ
た

と
い
う
こ
と
は
恋
愛
の
心
(
貧
)

の
得
で
あ
り
、
そ
れ
が
生
じ
な
い
か
、
滅
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
非
得
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

揮
滅
と
は
智
慧
の
力
に
よ
っ
て
煩
悩
等
を
滅
す
る
こ
と
で
あ
り
、
解
脱
で
あ
る
。
揮
滅
の
得
は
多
く
の
聖
者
と
一
部
の
凡
夫
に
も
あ
る
が
、

煩
悩
を
ま
だ
断
じ
て
い
な
い
初
歩
の
段
階
の
聖
者
に
は
な
い
と
い
う
。
こ
の
得
・
非
得
が
実
在
で
あ
る
と
言
う
有
部
説
に
対
す
る
批
判
や
、

さ
ら
に
得
・
非
得
の
種
々
の
場
合
の
詳
説
が
あ
り
、
ま
た
得
が
生
ず
る
た
め
に
は
得
の
得
(
小
得
)
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
得
を
実
在

の
要
素
(
法
)
と
見
る
た
め
に
付
随
す
る
難
解
な
議
論
が
あ
る
(
那
須
良
彦

8
2口
)
。
し
か
し
今
は
立
ち
入
る
余
裕
が
な
い
の
で
、

V
派

と
の
比
較
を
問
題
と
し
た
い
。
有
部
の
立
て
る
こ
の
得
は
、

V
派
の
和
合
に
相
当
す
る
と
い
っ
た
が
、
自
相
続
(
自
分
の
心
身
の
流
れ
)

に
お
け
る
種
々
の
心
・
心
所
法
の
得
が
、
ち
ょ
う
ど
V
派
に
お
い
て
我
に
覚
・
楽
・
苦
・
欲
・
眠
・
勤
勇
(
意
志
力
、
生
命
力
)

潜
勢

力
(
印
象
力
)

-
法
・
非
法
と
い
う
特
有
の
九
属
性
が
和
合
し
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
と
見
た
の
で
あ
る
。
上
に
は
自
相
続
と
言

い
な
が
ら
、
次
に
は
そ
れ
を
有
情
、
凡
夫
、
聖
者
と
も
言
い
換
え
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
我
に
ほ
ぼ
等
し
い
と
見
立
て
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
有
部
は
心
も
心
所
法
も
実
体
と
し
て
あ
る
(
実
有
で
あ
る
)
と
い
う
の
で
あ
り
、
自
相
続
と
い
う
の
は
諸
法

(
H
実
体
)

の
集
合

の
継
続
で
あ
る
か
ら
、
得
と
い
う
の
は
実
体
(
日
法
)
と
実
体

(
H
法
)
と
の
結
合
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
。
自
相
続
に
お
け
る
色
の
得

は、

V
派
の
体
系
で
は
、
我
と
身
体
が
結
合
し
て
身
体
の
色
が
我
と
関
係
が
あ
る
か
の
よ
う
に
な
る
。
有
部
の
色
法
の
中
の
眼
・
耳
・
鼻

-
舌
・
身
(
触
覚
器
官
)
は
、

V
派
で
は
感
官
で
あ
っ
て
、
我
と
結
合
し
て
い
る
と
い
う
。

V
派
で
は
結
合
し
た
も
の
に
は
分
離
(
離
)

が
あ
る
と
い
う
か
ら
、
上
に
見
た
非
得
は
V
派
の
分
離
に
当
た
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
非
揮
滅
は
V
派
の
『
勝
衆
十
句
義
論
』
(
守
)
に
言

説一切有部の実在論(実有論)の基盤(村上)

う
未
生
無

[
b
h
u
・4
∞
]
に
、
揮
滅
は
己
滅
無

[
b
h
u
・4
@
]

に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
が
、

V
派
で
は
無
の
得
の
よ
う
な
考
え
方
は
な
い
。

有
部
の
得
は
非
得
と
交
代
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

V
派
の
和
合
に
は
分
離
が
あ
り
え
な
い
決
ま
り
で
あ
る

(psu)。
そ
れ
ゆ
え

に
例
え
ば
、
生
の
瓶
に
和
合
し
て
い
る
色
等
は
そ
の
瓶
か
ら
分
離
し
な
い
の
で
、
加
熱
に
よ
る
色
等
の
変
化
は
、
そ
の
瓶
が
火
に
よ
っ
て

一
旦
は
土
の
微
粒
子
体
に
い
た
る
ま
で
崩
壊
し
て
そ
の
属
性
も
な
く
な
り
、
次
に
新
た
な
微
粒
子
体
が
生
じ
そ
こ
に
新
た
に
別
の
属
性

(
u
z
w
&
p熟
変
、
熱
変
化
の
属
性
)
が
生
じ
て
、
そ
れ
ら
微
粒
子
体
が
集
合
し
て
別
な
素
焼
き
の
瓶
が
生
じ
た
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

る
(
平
-
H
N
A
P
-
R
宮
元
啓
一

5
8
W
3・
E
∞
同
)
。
し
か
し
我
の
特
有
の
九
属
性
は
、
解
脱
に
お
い
て
は
滅
す
る
と
い
う
。
我
は
本
来
非
精
神

的
で
あ
る
が
、
意
と
の
結
合
に
よ
っ
て
我
の
特
有
の
属
性
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。
我
が
意
か
ら
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
の
特

有
の
属
性
が
生
じ
な
く
な
る
と
い
う
。
解
脱
の
智
を
得
て
死
ん
で
再
生
し
な
い
と
身
体
も
な
く
、
我
と
意
と
の
結
合
も
な
い

(
石
こ
ろ
の

よ
う
な
我
だ
け
が
存
続
す
る
)
。
そ
の
ほ
か
に
我
と
そ
の
属
性
と
の
和
合
の
解
消
と
か
、
或
い
は
我
の
属
性
の
滅
の
理
論
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
よ
う
で
あ
る
(
拙
著
ド
署
-
E
E
M
m
)
。
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既
に
見
た
よ
う
に
有
部
の
体
系
に
あ
る
諸
法
は
(
衆
同
分
や
無
為
法
を
別
と
す
れ
ば
)
、

V
派
の
属
性
(
官
宮
)
に
相
当
す
る
。
し
か
し

見
方
を
変
え
る
と
、
有
部
は
属
性
に
相
当
す
る
も
の
を
実
体
と
見
倣
し
て
い
る
と
も
言
い
得
る
。
諸
の
法
は
実
体
(
島

E
4凶
)
と
じ
て
有

132 

る
(
実
有
で
あ
る
)
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
実
体
と
は
、
ペ
昆
O
B詳
E
(
H
4
)
に
よ
れ
ば
『
何
で
も
独
自
の
特
相
(
由

g
t
E
B
P

自
相
)
と
し
て
現
に
存
在
し
て
い
る
も
の
」
(
何
回
】
・
4

弓
呂
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
法
の
定
義
「
独
自
の
特
相
を
保
持
す
る
か
ら
法
で
あ
る
』
(
閏
S
E

zgss昏
骨

S
脚
色
昏
母
田
島

L
自

ご

-
M
J
能
持
白
相
故
名
為
法
、
.
邑
与
)
と
ほ
ぼ
等
し
い
。
こ
の
よ
う
な
実
体
の
意
味
が

V
派
等
の

実
体
と
は
全
く
異
な
り
、
む
し
ろ
属
性
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
法
は
、
我
々
の
身
心
を
構
成
し
可
能
に
し
て
い
る
諸
要
素
で

あ
り
、
修
行
し
て
覚
り
(
浬
繋
)
を
求
め
る
人
間
の
存
在
(
あ
り
方
)
を
説
明
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
整
理
し
て
示
さ
れ
た
基
本
的
な
要

素
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
諸
法
を
有
す
る
主
体
の
実
在
を
認
め
な
い
。
法
を
有
す
る
主
体

(
a
g
B
F有
法
)
と
い
う
概
念
が
明

確
で
は
な
い
。
先
に
見
た
よ
う
に
地
・
水
・
火
・
風
と
い
う
元
素
(
大
種
)
を
触
(
触
れ
ら
れ
る
性
質
、
感
触
)
と
見
て
、
こ
の
鰐
は
独

立
の
法
(
実
体
)

で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、

V
派
の
よ
う
に
、
触
(
感
触
)
は
物
体
や
生
体
の
属
性
で
あ
る
と
見
る
方
が
、
我
々
の
常

識
と
し
て
は
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

V
派
は
地
・
水
・
火
・
風
と
い
う
元
素
の
極
微
(
極
微
粒
子
)
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
れ

ら
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
物
体
(
瓶
、
布
等
)
や
生
体
(
牛
等
)
を
も
実
体
と
考
え
る
。

V
派
が
考
え
る
よ
う
な
実
体
(
元
素
の
極
微
、
お
よ
び
極
微
の
集
合
し
た
物
体
や
生
体
)
を
有
部
も
世
親
も
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
ず

V
派
の
実
体
を
属
性
(
触
等
)
に
還
元
し
て
し
ま
う
。
ま
た
集
合
体
は
真
実
の
存
在
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
考
え
方
は
、
初
期
仏
教
以
来
の
分
析
的
多
元
論
的
思
考
法
と
無
我
の
思
想
(
自
我
が
存
在
し
な
い
と
い
う
考
え
方
)
に
由
来
す
る

の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
無
我
の
思
想
を
可
能
に
す
る
考
え
方
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
を
世
親
は
詳
論
し
て
い
る
。
例
え
ば
瓶
や
水
等
(
元

素
)
が
真
実
に
存
在
す
る
も
の
(
実
体
)

で
は
あ
り
え
な
い
理
由
は
、
そ
れ
ら
を
部
分
(
断
片
)
に
し
て
し
ま
う
か
、
観
念
に
よ
っ
て
そ

の
性
質
(
属
性
、
例
え
ば
色
、
味
、
香
、
鰐
等
)
を
除
い
て
考
え
る
と
、
そ
れ
ら
の
存
在
は
な
く
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ

ら
諸
性
質
は
そ
の
よ
う
に
し
て
も
否
定
さ
れ
な
い
真
実
の
存
在
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
瓶
や
水
等
(
瓶
中
の
水
、
乃
至
、
極
微
に
ま
で
分
析

さ
れ
た
水
栓
一
寸
)
は
諸
要
素
(
性
質
、
法
)

の
集
合
体
で
あ
っ
て
真
実
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
仮
に
(
世
俗
と
し
て
)
存
在
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
広
田
ご
・
∞
宮
拙
論
P
E
S
o
か
く
し
て

V
派
が
実
体
と
見
る
も
の
は
、
属
性
や
部
分

の
集
合
体
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
仮
の
存
在
で
あ
っ
て
、
真
実
に
は
存
在
し
な
い
も
の
と
看
倣
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
部
分

5
4宅
建
問
)
と
は
別
に
全
体
(
理
担
当
i
p有
分
)
が
あ
る
の
で
は
で
は
な
い
、
と
い
う
議
論
の
中
に
も
展
開

さ
れ
て
い
る
。
世
界
の
生
滅
を
め
ぐ
っ
て
、
或
る
外
道
達
(
出
『

F
m
w昭
島
w
M
A
匂

-E九
に
よ
る
と
同
居
回
V
F
&
等
、
同
司
・
ω
品
。
回
以
下
に
よ
る
と

〈
包
宮
色

F
即
ち
V
派
)
は
、
極
微
が
常
住
で
あ
り
そ
の
極
微
よ
り
芽
等
が
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
何
物
も
異
類
の
も
の
か
ら
生
ず
る
こ

と
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
[
も
し
そ
う
な
ら
因
果
の
]
定
ま
り
が
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
、
と
主
張
す
る
。
世
親
は
「
効
能
が
定

説一切有部の実在論(実有論)の基盤(村上)

ま
っ
て
い
る
か
ら

(
E
W苧
E
3
B
m芝
、
そ
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
戸
や
熱
変
化
し
た
(
熟
変
の
)
[
属
性
]
の
発
生

H
H
I
】
闘

の
よ
う
に

(
E
E
3帥亙
2宮
什
江
主
酔
)
』
と
応
ず
る
(
〉
自

S
H
S
)。
V
派
に
よ
れ
ば
、
虚
空
の
属
性
で
あ
る
声
は
、
太
鼓
を
援

で
叩
く
こ
と

(
H
太
鼓
と
援
と
の
結
合
)
な
ど
異
類
の
も
の
か
ら
生
じ
、
火
と
の
結
合
に
よ
っ
て
熱
変
化
し
た
地
の
属
性
は
火
な
ど
異
類

の
も
の
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
物
は
同
類
の
物
だ
け
か
ら
生
ず
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
属
性
の
熱
変
化
の
理
論
は
、

先
に
も
見
た
よ
う
に
、
同
類
の
因
か
ら
の
み
同
類
の
巣
が
生
ず
る
と
い
う
原
則
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
世
親
は
異
類
の
因
か

ら
異
類
の
果
が
生
ず
る
例
と
見
直
す
の
で
あ
る
。
対
論
者
V
派
は
言
、
っ
。

?かg- =:=' 
5己ムロな

3主12 
器具員
完了か性
自ぜ、と
S な V
g:ムう
雪量法

「 5官
同手
類る
りも
商の

室戸
だ多
け様
かで
らあ
同る
類 ε
，--， :q-庁、。
諸 F
実官
体宮
工島
挙i
qo 。
が Aミ

見ヘ
ら
実

れ
ヲ体
手は
そ
ら
ιz つ
'Z で
h は
t な
';:' 11' 
え

![島』
諸百

長3

E
0
2
3
)、
諸
の
糸
か
ら
布
が
(
廿

8
2
5
w島

官
官
尋
問
)
[
発
生
す
る
]
よ
う
に
。
』
広

E
P
133 



V
派
に
あ
っ
て
は
、
常
識
的
に
篠
も
糸
も
、
莫
産
も
布
も
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
真
に
存
在
す
る
実
体
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
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見
方
を
世
親
は
認
め
な
い
。
ま
ず
、
擦
は
嬢
の
莫
藍
と
別
の
で
は
な
く
、
糸
は
糸
を
織
っ
た
布
と
は
別
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
例
え

ぱ
蟻
と
蟻
の
行
列
と
が
別
の
も
の
で
は
な
い
と
同
様
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
こ
に
部
分
が
集
合
し
た
も
の
は
独
立
の
存
在
で
は
あ
り
え
な

ぃ
、
と
い
う
理
屈
が
展
開
さ
れ
る
。

『
[
問
う
。
糸
が
布
と
は
別
の
も
の
で
な
い
と
は
]
ど
の
よ
う
に
し
て
知
ら
れ
る
の
か
。
[
答
え
る
。
布
の
]

一
本
の
糸
が
[
眼
と
の

接
触
と
]
結
合
し
て
も
、
布
が
知
覚
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
と
き
存
在
し
て
い
る
布
の
知
覚
に
対
し
て
何
が
障

害
な
の
か
。
[
一
本
の
糸
に
布
]
全
体
が
あ
る
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
布
の
部
分
(
官
官

EFRm)
が
こ
こ
に
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、

布
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
布
は
[
糸
の
]
集
合
だ
け
で
あ
ろ
う
。
ま
た
諸
の
糸
と
は
別
の
ど
ん
な
布
の
存
在
が
あ
る
の
か
。

も
し
多
く
の
依
り
所
と
[
感
官
と
]

の
結
合
を
予
想
す
る
な
ら
ば
、
[
布
の
]
縁
だ
け
と
[
眼
と
]
結
合
す
る
と
布
の
知
覚
が
あ
る

で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
決
し
て
[
布
の
知
覚
が
]
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
[
布
の
縁
の
糸
、
だ
け
を
見
て
い
る
時
に
は
布
の
]

真
ん
中
と
他
の
部
分
と
が
感
官
と
接
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
順
次
に
[
布
の
部
分
と
感
官
と
が
]
接
す
る
と
す
る
と
し
て
も
、

諸
の
部
分
(
雪
山
首

S)
と
眼
と
の
接
触
に
よ
っ
て
部
分
を
有
す
る
全
体
の
知
(
聖
書
釦
ii官
官
釦
)
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
順
次
に
[
布
の
諸
部
分
と
眼
と
が
]
接
す
る
か
ら
部
分
を
有
す
る
全
体
の
判
断
が
あ
る
の
だ
か
ら

S
Sヨ丘
14雪
印
国
身
脚
色
)
、

の
は
、
[
暗
闇
で
火
を
速
く
回
す
と
一
点
の
火
が

た
だ
諸
部
分
の
み
に
つ
い
て
そ
の
〔
全
体
の
]
知
(
意
識
)
が
あ
る
[
と
い
う
]

円
環
状
に
見
え
て
く
る
]
旋
火
輸
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
(
包
帥

gzn品
目

4a)。

諸
の
糸
が
[
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
]
色
と
種
類
と
機
能
と
が
異
な
る
と
す
る
と
、
[
そ
れ
ら
か
ら
出
来
る
]
布
の
色
等
(
色
と
種
類
と
機

能
)
は
[
も
と
の
諸
の
糸
と
は
同
じ
で
は
]
あ
り
え
な
い
か
ら
、
も
し
[
布
が
]
多
彩
の
色
な
ど
を
有
す
る
と
す
る
と
、
異
な
る
種

類
[
の
布
]
が
出
来
た
こ
と
(
品
卸
町
河
町

m
B
F白
)
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
多
彩
で
な
い
他
の
脇
の
縁
に
お
い
て
は
、
[
多
彩

な
]
布
が
見
ら
れ
な
い
。
或
い
は
[
そ
こ
に
布
が
見
え
る
な
ら
]
多
彩
の
[
布
]
が
見
え
る
で
あ
ろ
う
[
が
そ
う
は
な
る
ま
い
]
。

[布

(
H
実
体
)

の
]
機
能
も
ま
た
多
彩
で
あ
る
と
は
甚
だ
奇
妙
で
あ
る
。
或
い
は
火
の
光
に
初
め
と
中
と
終
わ
り
に
お
い
て
焼
熱

と
照
明
の
違
い
が
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
色
と
触
と
は
知
覚
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
[
同
司
-
E
M
E
l
m
な
ぜ
な
ら
、

一
つ
の
全
体

(白

4a但
乱
回
)
で
あ
る
光
の
実
体
に
多
く
の
色
、
或
い
は
触
が
可
能
で
は
な
い
か
ら
だ
。
そ
れ
で
部
分
を
有
す
る
全
体
で
あ
る
実
体
は
[
そ
の
]
諸

部
分
と
は
別
で
は
な
い
の
で
あ
る
]
。

極
微
は
超
感
覚
的
で
あ
っ
て
も
、
[
諸
極
微
が
]
集
合
す
る
と
直
接
知
覚
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
(
唱

-EN)
そ
れ
ら
[
極
微
]
や
眼

な
ど
は

[
集
合
す
る
と
]
結
果
を
造
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
。
ま
た
眼
疾
者
た
ち
が
散
ら
ば
っ
た
毛
髪
を
知
覚
す
る
よ
う
に
。
彼
等

[
眼
疾
者
]
に
は
[
た
だ
]

一
本
の
毛
髪
は
、
極
微
の
よ
う
に
、
超
感
覚
的
で

[
眼
に
見
え
な
い
]

の
で
あ
る
。
ま
た
色
等
に
つ
い

説一切有部の実在論(実有論)の基盤(村上)

て
の
み
極
微
の
表
象
が
出
来
る
か
ら
、
そ
れ
が
消
滅
す
る
と
極
微
の
消
滅
も
成
立
す
る
。
な
ぜ
な
ら
極
微
が
実
体
で
あ
り
、
ま
た
実

体
が
色
等
と
は
異
な
る
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
[
色
等
]
が
消
滅
し
て
も
そ
の
[
実
体
の
]
消
滅
は
成
立
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

(
色
等
)
が
[
実
体
と
は
]
異
な
る
と
い
う
の
は
正
し
く
な
い
。
乃
至
「
こ
れ
ら
が
地
・
水
・
火
で
あ
り
、
こ
れ
ら
色
等
が
こ
れ
ら

[
地
等
]
に
あ
る
」
と
は
誰
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
な
い
。
ま
た
眼
(
視
覚
)
や
触
[
覚
]
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
も
の
は
了
知
さ

れ
る
。
し
か
し
毛
織
物
・
ア
ル
カ

[
樹
]

-
綿
の
木
・
紅
花
・
サ
フ
ラ
ン
な
ど
が
焼
け
る
と
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
知
(
意
識
)
が

な
く
な
る
か
ら
、
色
等
の
類
別
に
つ
い
て
の
み
そ
れ
ら
の
知
(
意
識
)
が
あ
る
。
熱
変
化
[
の
属
性
]

知
は
形
態
の
共
通
性
か
ら
[
可
能
で
あ
る
]
。
行
列
の
よ
う
に
。
』
広
間

P
3・ECHo-soJ

の
発
生
に
お
い
て
も
瓶
の
了

こ
こ
に
は
、
部
分
の
み
、
色
等
(
属
性
)

の
み
が
知
り
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
全
体
ま
た
は
、
属
性
を
有
す
る
実
体
は
、
部
分
或
い
は

属
性
を
離
れ
て
は
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

V
派
の
理
論
を
批
判
し
な
が
ら
、
主
張
し
て
い
る
。
以
上
こ
こ
ま
で
の
考
え

方
は
、
単
純
化
す
る
と
、
部
分
の
み
が
真
に
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
部
分
を
有
す
る
全
体
は
真
実
に
は
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
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う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

い
わ
ば
部
分
実
在
論
、
ま
た
は
全
体
非
実
在
論
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
考
え
方
で
あ
る
。
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仏
教
の
こ
の
よ
う
な
部

分
実
在
論
は
、
ま
た
ニ
ヤ
l
ヤ
派

(3、身
3
む
H
E
M
-
F
E
'
g
と
そ
の
諸
註
釈
)

の
激
し
く
批
判
す
る
で
あ
る
。

ニ
ヤ

i
ヤ

H
N
)
派
は

V
派
の
体
系
に
基
づ
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、

す
で
に
見
た
よ
う
に

V
派
の
体
系
が
部
分
実
在
論
と
は
相
容
れ
な
い
。
有
部
が

V
派
と
同
じ
よ

う
な
実
在
論
的
思
考
を
一
不
す
と
い
っ
て
も
、
実
は
部
分
実
在
論
と
い
う
点
で
異
な
る
の
で
あ
る
。
部
分
を
有
す
る
全
体
に
つ
い
て
の
観
念

や
知
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
観
念
や
知
に
対
応
す
る
事
実
が
そ
の
観
念
や
知
と
は
別
に
真
実
に
存
在
す
る
と
は
見
な
い
わ
け
で
あ
る
。

資
料
と
参
考
文
献
(
略
固
有
)

阿
毘
達
磨
倶
合
論
(
日
倶
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日
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u
Z
0
・
呂
田
一
司
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3
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U
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ロ
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ロ
吾
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包
-
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E
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ι
a
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ι
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門
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E
∞
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[
H
ぐ
お
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]

E
E
5
0
回
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切
円
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ロ
W
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2
2
h
r
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円
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邑
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事
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H
H
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F
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E
b
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Q
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M
b
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U
由
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E
Z
E
7
H
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E
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宮
吋
]
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勝
宗
十
句
義
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(
吋
・
2
0
・
N
凶
器
七
回
】
-
E
。
N
n
s
g
同
H
H
U
忠
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Q
a
b
三
宮
、
匂
』
U

)

。
次
の
宮
元
英
訳
の
番
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を
使
用
)
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同
担
比
岳
山
富
山
可
釦
目
。
件
。
(
宮
元
啓
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呂
志
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一同4F町出向氏。』upいて
印
刷
門
的

Q
S
丸
岡
、
な
な
き
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~
。
句
、
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『
忠
由
図
。
可
目
、
-
A
H札
b
a
s
s
s
t
F
k
g
b
h
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M
M
S
門
国
交

bcbchuQ門出。可HMH問。コリロロ門出1QSQHFHνロロOH山由。。・

遠
藤
康
邑
∞
∞
「
出
向
阻
害
宕
習
に
み
ら
れ
る
雪
印
可
里
山
口
に
つ
い
て
」
(
『
駒
沢
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
」
第
四
号
、
3
・
H
a
H
ω

梶
山
雄
一
5
8
『
仏
教
に
お
け
る
存
在
と
知
識
』

(
紀
伊
国
屋
書
庖
)
。

楼
部
建
E
S
『
倶
舎
論
の
研
究
!
界
・
根
品
』
(
法
蔵
館
)
0

棲
井
良
彦
N
O
O
N
「
有
部
に
お
け
る
衆
同
分
の
役
割
l
初
期
・
中
期
有
部
論
書
に
お
け
る
l
」
(
『
北
陸
宗
教
文
化
』
第
日
号
、
困
者
・
8
E
S
)
。

那
須
(
桜
井
)
良
彦
8
0
宮
「
衆
同
分
と
普
遍
の
類
似
性
」
(
『
神
子
上
恵
生
教
授
煩
寿
記
念
論
集

イ
ン
ド
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学
悌
教
思
想
論
集
』
永
田
文
昌
堂
、

℃
-u
・∞]戸]戸E∞
A
F
]

戸)。

同
N
C
E
ず
「
衆
同
分
の
仮
実
論
争
」
(
『
北
陸
宗
教
文
化
』
第
日
号
、
3
・
H
a
b
)
0

同
日
5
0
品
目
「
説
一
切
有
部
に
お
け
る
得
と
得
得
」
(
『
イ
ン
ド
学
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
』
第
7
・
8
号
、
問
者
・
ロ
ァ
5
N
)
0

西
義
雄
『
阿
見
達
磨
倶
舎
論
』
(
『
国
訳
一
切
経
』
昆
曇
部
お
、
お
上
、
下
、
巴
ω
印
)
。

菱
田
邦
夫
冨
器
「
有
分
(
雪
印
3
4
5
)
と
部
分
と
の
関
係
批
判
」
(
『
イ
ン
ド
自
然
哲
学
の
研
究
|
目
立
4
2
2
H
m
E
E
の
一
考
察
と

E
1
8
包
g
三
百
の
和
訳
解
説
』
第

I
部
第
2
節
、
国
者
・
4
E
E
w
山
喜
房
仏
書
林
)

船
山
徹
5
8
「
部
分
と
全
体
イ
ン
ド
仏
教
知
識
論
に
お
け
る
概
要
と
後
期
の
問
題
点
」
(
『
東
方
学
報
』
第
臼
冊
、
呂
志
年
3
月
、
3
・
8
4
E

。ω印
)

説一切有部の実在論(実有論)の基盤(村上)

村
上
真
完
『
イ
ン
ド
哲
学
概
論
』
(
平
楽
寺
書
庖
5
2
)
(
拙
著
1
)
、
「
イ
ン
ド
の
実
在
論
ヴ
ア
イ
シ
ェ

l
シ
カ
派
の
認
識
論
』
(
同
5
2
)
(
拙

著
2
)
、
「
無
常
説
と
利
那
滅
説
の
基
礎
概
念
」
(
印
度
学
宗
教
学
会
豆
柵
集
』
第
お
号
、
宅
-
H
e
陸
)
8
2
年
(
拙
論
1
)
、
「
利
那
減
説
の
基

礎
」
(
「
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
口
号
、
宅
-
B
E
ゴ
)
N
O
O
M
年
(
拙
論
2
)
、
k
F
回
g
-
n
。
。
ロ
8
1
0
内
吾
∞
U
S
E
ロ
冊
。
内
宮
O
B
B
E
ユ
ロ
S
F

同
w
q
b
N
V
同
L
a
一
吋
〉
弓
U
N
H〈
N
v
i
E
b
『
め
司
q
N
V
H
N
a
g
H
同
S
O
N
q
o
刊
、
1
C
H
r
白
問
。
可
U
R
円
。
1
句
。
門
出
。
回
向
。
可
弘
、
問
者
-
M
g
E
N
∞
タ
問
。
}
吉
田
同
日
切
口
E
q
o
g

同
日
『
。
]
g
r
出
回
目
白
自
己
E
N
O
O
N
(
拙
論
3
)
、
「
転
変
説
(
E
E
S
B
m
T
乱
含
)
再
老
「
世
親
の
転
変
説
批
判
の
意
味
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
第
日
巻
第
l
号
、
目
当
・
ω
∞
令
部
。
)
N
O
O
M
年
(
拙
論
4
)
、
「
何
が
真
実
で
あ
る
か
」
(
『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
第
必
号
、
同
省
-
S
∞
E

話
。
)
居
室
年
(
拙
論
5
)
0
「
無
常
説
の
根
底
(
序
説
)
」
(
『
神
子
上
恵
生
教
授
領
寿
記
念
論
集

イ
ン
ド
哲
学
悌
教
思
想
論
集
』
永
田
丈
昌
堂
、

宅
-
U
H
U
'
Z
∞
)
平
成
同
年
(
N
C
C串
)
3
月
(
拙
論
6
)
O

山
上
証
道
5
3
「
雪
国
可
印
4
5
余
論
」
(
『
ニ
ヤ
l
ヤ
学
派
の
仏
教
批
判
』
付
論
E
、
宅
-
∞
。
。
ふ
皆
、
平
楽
土
手
室
田
広
)
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